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平
成
30
年
度 

事
業
計
画
お
よ
び
予
算

　3
月
20
日
に
理
事
会
、同
月
28
日
に
評
議
員
会
を
開
催
し
、平
成
30
年
度
の
事

業
計
画
お
よ
び
予
算
な
ど
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、多
様
化・複
雑
化
す
る
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
た
め
、さ
ら
な
る
地
域
福
祉
の
充
実
に
向
け
て
、

各
種
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

平成30年度　賛助会員会費および 寄 附 金を財 源とした主な事 業
敬 老 事 業 ボランティアセンター活動事業

賛助会員会費2,460千円　寄附金1,105千円 賛助会員会費566千円　寄附金664千円

賛助会員会費350千円 賛助会員会費451千円

災 害 福 祉 事 業 障がい児・ひとり親・児童福祉事業

災害見舞金の支給 障がい者団体活動支援
子育て支援事業（子育てサロン）

敬老会への助成、敬老祝い品贈呈事業（米寿祝いの肖像
写真贈呈）

学童・生徒のボランティア活動普及事業、福祉出前講座の開催、
ボランティア研修会・夏のボランティア体験事業の実施など

［主な事業］

［主な事業］

［主な事業］

［主な事業］

賛助会員会費198千円　寄附金6,195千円 賛助会員会費4,124千円　寄附金304千円

寄附金2,260千円
広報紙の発行、ホームページの更新

福祉委員活動の支援
各地区社会福祉協議会の活動支援

ふれあいサロン事業、福祉団体への助成など
［主な事業］

［主な事業］

［主な事業］

［主な事業］

『みんなでつくる　いきいきと暮らせる　愛のまち　たかはし』
～ ささえあい・たすけあいのまちづくり ～

福 祉 活 動 助 成 事 業ふれあいのまちづくり事業

賛助会員会費1,003千円　寄附金1,132千円

福 祉 活 動 推 進 事 業

ふれあい福祉講座・福祉座談会の開催、地域福祉活動計
画の推進等

企 画 広 報 事 業

予算概要 社会福祉事業　538,424千円

公益事業　116,847千円

❶
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
づ
く
り

⑴
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
人
材
の
育
成

⑵
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化

⑶
福
祉
関
係
団
体
の
支
援

⑷
生
涯
地
域
で
活
躍
で
き
る
社
会
参
加
の
支
援

❷
手
と
手
を
つ
な
ぐ
地
域
づ
く
り

⑴「
さ
さ
え
あ
い・た
す
け
あ
い
」で
繋
が
る
地
域
福
祉
の

　推
進

⑵
福
祉
委
員
を
中
心
と
し
た
小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　づ
く
り
の
推
進

⑶
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
健
全
育
成
お
よ
び
連
携
強
化

⑷
更
な
る
賛
助
会
員
制
度
の
普
及
と
会
員
加
入
の
促
進

❸
地
域
を
支
え
る
環
境
づ
く
り

⑴
福
祉
に
関
す
る
広
報
啓
発
活
動
の
推
進

⑵
利
用
し
や
す
い
窓
口
体
制
の
整
備

❹
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
体
制
づ
く
り

⑴
利
用
者
本
位
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
の
充
実
強
化

⑵
介
護
職
員
の
資
質
を
高
め
専
門
性
を
発
揮
し
た
よ
り

　充
実
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

基
本
目
標
と
重
点
目
標

基本理念基本理念

歳 入 歳 出

介護保険事業収入
186,936千円
（34.7%） 介護保険事業

223,289千円
（41.5%）

経常経費補助金収入
127,877千円
（23.8%） 

法人運営事業
127,626千円
（23.7%） 

区分間繰入金収入
30,049千円
（5.6%） 

受託金収入
119,529千円
（22.2%）

在宅福祉サービス事業
136,317千円
（25.3%）

事業収入23,833千円（4.4%）
前期未支払資金残高15,903千円（2.9%）
寄附金収入11,761千円（2.2%）
会費収入9,555千円（1.8%）
共同募金配分金収入5,820千円（1.1%）
その他7,161千円（1.3%）　

地域福祉活動事業 27,209千円（5.1%）
権利擁護事業 21,723千円（4.0%）
企画広報事業 2,260千円（0.4%）

※会費収入内訳
○社会福祉協議会
　賛助会員会費収入…9,155千円
○福祉移送サービス
　会員会費収入…………400千円

※その他内訳
○障害福祉サービス等事業収入…3,758千円
○負担金等収入……………………3,403千円

○シルバー人材センター…96,863千円
○総合福祉センター………19,984千円
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○負担金等収入……………………3,403千円

○シルバー人材センター…96,863千円
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月曜日～金曜日　9:00～17:00　　　　　　　土・日・祝日、年末年始休 業 日

生活のこと、仕事のことで悩んでいませんか…？

「高梁市生活あんしんサポートセンター」 が

相 談 か ら 支 援 ま で の 流 れ

ステップ　1 ステップ　2 ステップ　3

高梁市生活あんしんサポートセンターは、生活に関わる困りごとの相談支援機関です。
仕事がなかなか決まらない、家計のやりくりに困っている、公共料金や税金を滞納しているなど生活課題の
ご相談に応じ、その方にあった支援を一緒に考え自立に向けたサポートを行います。

相談日時

相談無料

あなただけの支援プランを作ります 家計の立て直しをアドバイスします

相談員が相談を受けて、どのような支援が必要
かを一緒に考え、具体的な支援プランを作成し、寄
り添いながら自立に向けた支援を行います。

家計状況を一緒に確認して基本的な課題を把握
し、相談者が自ら家計を管理できるように、支援計
画の作成や相談支援を行います。

【こんなときにご相談ください】 【こんなときにご相談ください】
・どこへ相談へ行けばいいのかわからない
・引きこもっている家族が心配
・仕事がなかなか見つからない
・仕事が続かない　　　　・・・・・　など

・金銭管理が苦手
・色々な支払いが遅れ遅れになっている
・収入より支出が多くある　・・・・・　など

いつでも相談にのります！

プライバシー（秘密）
は必ず守ります。
ご安心ください。

自 立 相 談 支 援 事 業 家 計 相 談 支 援 事 業

〒716-0029 高梁市向町21-3　社会福祉法人 高梁市社会福祉協議会 内 ☎22‒9111（直通）

高梁市生活あんしんサポートセンター

公的機関や関係者で連携
しながら、安定した生活が
維持できるよう、継続的にサ
ポートしていきます。

あなたの意思を尊重しな
がら自立に向けた目標や具
体的な支援内容を一緒に考
えます。

相談窓口であなたの困りご
とや不安をお話しください。
内容によっては適切な専
門機関や制度を紹介します。

新規
事業
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赤い羽根まちづくり福祉活動助成事業
　高梁市共同募金委員会では、地域福祉の充実を図るため、住民相互の「たすけあい」地域福祉活動
を積極的に取り組む団体や地域の安全・安心な暮らしを支える住民活動を支援しています。
　平成29年度活動に取り組んだ６団体のうち、４団体の活動をご紹介します。

有漢町　風ぐるまサロン宇治町　塩田ふれあい会

クリスマス会等の季節の行事を開催し、４世代交
流を図った。地域での生活および行事の中にサロン
活動を取り入れることにより「共に支えあい、助け
あう」という気持ちが育ってきている。
サロンの活動以外にも、地域で支えあいの仕組み
ができてきた。

声かけにより、一人暮らし高齢者の現況や健康状
態等を把握し、福祉（見守り）マップ等に反映させる
とともに、サロンへ参加することにより、引きこもり
防止や相互の交流・ふれあいを深めることができた。
また、地域における見守り活動の充実が図れた。

高倉地区社会福祉協議会中井地区社会福祉協議会

緊急時の備えとして、中井町全戸へ救急医療情報
キットを配布した。配布にあたり福祉委員の役割の
認識と安心安全なまちづくりに対する意識を高める
ことができた。

救急医療情報キットの配布を65歳以上の高齢者が
お住まいの世帯に拡充し、さまざまな緊急時におい
て活用できることとなった。民生委員と福祉委員が協
力し、情報収集および配布を行うとともに、声かけや
見守りを実施し、安心で安全なまちづくりの推進と防
災に対する意識
の高揚が図れ
た。

サロン活動

福祉マップ
づくりサロン活動

の充実

ご近所
ネットワーク
活動 声かけ・見守り

活動

～地域から孤立をなくそう～みんなが社会の一員として包み支え合うしくみづくり

防災・防犯活動

救急医療情報キット
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私の町の
ふくし

ふつう（普段）の
暮らしが
幸せであること。
と言われています。

このコーナーでは、そんな福祉のまち
づくりのために地域で頑張っておられ
る方を紹介していきます。

ふくしとは、
ふ
く
し
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i私
は
高
倉
地
区
の
中
で
も
、
４
戸
の
集
落
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
と
の
縁
は
、
今
か
ら
15
年
ほ
ど
前

に
民
生
委
員
を
お
受
け
し
た
の
が
始
ま
り
で
、

最
初
の
仕
事
は
中
断
し
て
い
た
敬
老
会
の
再
開

で
し
た
。
中
断
中
も
民
生
委
員
に
よ
り
記
念
品

は
配
布
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
よ
り

再
開
し
、
昨
年
の
９
月
に
は
再
開
後
７
回
目
の

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
「
お

い
、
ど
が
ん
し
ょ
う
る
ん
な
ら
？
久
し
ぶ
り

じ
ゃ
が
」
「
ま
あ
ボ
ツ
ボ
ツ
や
り
ょ
う
る
で
」

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
皆
さ
ん
楽
し
く
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
地
区
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
中
断

し
て
い
た
配
食
を
平
成
24
年
よ
り
再
開
、
現
在

は
週
４
日
、
１
日
10
食
程
度
を
利
用
者
に
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
以
外
に
も
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

独
居
高
齢
者
バ
ー
ス
デ
ー
訪
問
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
は
30
名
程
度
の

利
用
者
が
食
事
会
、
陶
芸
、
寄
せ
植
え
、
手
芸

な
ど
で
月
に
１
回
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
で
き
あ

が
っ
た
作
品
は
秋
の
文
化
祭
で
展
示
さ
れ
、
訪

れ
た
地
域
住
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
独
居
高
齢
者
バ
ー
ス
デ
ー
訪
問
で
は
、

民
生
委
員
と
福
祉
委
員
が
協
力
し
、
年
間
約

40
名
の
方
に
寄
せ
植
え
な
ど
を
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

そ
し
て
今
年
５
月
か
ら
、
新
た
に
「
高
倉
地

域
の
福
祉
を
育
て
る
会
お
助
け
隊
」
を
立
ち
上

げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
に
よ
る
ゴ
ミ
出
し
、

買
物
代
行
、
草
取
り
な
ど
の
軽
作
業
を
お
手
伝

い
し
て
い
き
ま
す
。

高
倉
地
域
は
人
も
少
な
く
、
高
齢
化
も
進
ん

で
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
区
の
皆
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

吉
森
光
男
さ
ん

高
倉
地
区
福
祉
委
員
連
絡
会

会 

長

フ
ラ
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ『
ナ
ニ
．

リ
ー
リ
ア
』16
名
の
訪
問
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
日
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
は
爽
や
か
な
衣
装
、ゆ
っ
た

り
と
し
た
踊
り
に
南
国
に
い
る

よ
う
な
気
分
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た
、歌
謡
曲
に

合
わ
せ
て
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
も
あ

り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
手
や

足
を
動
か
し
、
一
緒
に
踊
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
の
可
愛
ら
し
い
フ

ラ
ダ
ン
ス
の
披
露
も
あ
り
、利
用

者
の
皆
さ
ん
は
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
と
共
に
、
備
中
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
ど
こ
よ
り
も
早
く

夏
の
風
が
吹
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

私
た
ち
の
サ
ロ
ン
は
、町
内
の

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
世

代
を
超
え
て
楽
し
く
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
、四
季
折
々
の
行
事

を
取
り
入
れ
な
が
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
満
開
の
桜
が
咲
き

ほ
こ
る
な
か
、総
勢
32
人
が
参
加

し
て
花
見
の
会
を
開
き
、
な
ご
や

か
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

お
い
し
い
料
理
を
前
に
会
場

に
も
会
話
の
花
が
咲
き
、
日
頃

顔
を
合
わ
せ
な
い
人
も
一
緒

に
、
賑
や
か
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
１
人
暮
ら
し
が
増

え
て
い
く
な
か
、こ
の
よ
う
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
場

を
多
く
も
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

地域福祉活動報告

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

南
国
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て…

中
渡
サ
ロ
ン（
成
羽
町
）

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
活
動
紹
介
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フ
ラ
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ『
ナ
ニ
．

リ
ー
リ
ア
』16
名
の
訪
問
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
日
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
は
爽
や
か
な
衣
装
、ゆ
っ
た

り
と
し
た
踊
り
に
南
国
に
い
る

よ
う
な
気
分
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た
、歌
謡
曲
に

合
わ
せ
て
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
も
あ

り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
手
や

足
を
動
か
し
、
一
緒
に
踊
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
の
可
愛
ら
し
い
フ

ラ
ダ
ン
ス
の
披
露
も
あ
り
、利
用

者
の
皆
さ
ん
は
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
と
共
に
、
備
中
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
ど
こ
よ
り
も
早
く

夏
の
風
が
吹
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

私
た
ち
の
サ
ロ
ン
は
、町
内
の

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
世

代
を
超
え
て
楽
し
く
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
、四
季
折
々
の
行
事

を
取
り
入
れ
な
が
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
満
開
の
桜
が
咲
き

ほ
こ
る
な
か
、総
勢
32
人
が
参
加

し
て
花
見
の
会
を
開
き
、
な
ご
や

か
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

お
い
し
い
料
理
を
前
に
会
場

に
も
会
話
の
花
が
咲
き
、
日
頃

顔
を
合
わ
せ
な
い
人
も
一
緒

に
、
賑
や
か
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
１
人
暮
ら
し
が
増

え
て
い
く
な
か
、こ
の
よ
う
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
場

を
多
く
も
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

地域福祉活動報告

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

南
国
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て…

中
渡
サ
ロ
ン（
成
羽
町
）

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
活
動
紹
介
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3
月
15
日
、
富
家
小
学
校
児
童
会
よ
り

リ
ハ
ビ
リ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
児
童
会
活
動
の
一
環
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
ア
ル
ミ
缶
回
収
に
よ
る

収
益
金
で
購
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ

の
用
具
に
つ
い
て

は
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
な
ど
で
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
の
寄
贈

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
法
律
や
福
祉

に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
、
悩
ん
で

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
相
談
会
で
は
、
安
心
し
て
地
域

で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
法
律
や
福
祉

な
ど
に
つ
い
て
の
ご
質
問
・
ご
相
談
、

虐
待
や
権
利
侵
害
に
関
す
る
ご
相
談
な

ど
を
お
受
け
し
ま
す
。

○
日　
時　

平
成
30
年
６
月
30
日
㈯

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

○
場　
所

高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
高
梁
市
向
町
21
ー
３
）

○
相
談
対
応
者

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
、

精
神
保
健
福
祉
士
、
税
理
士
、
社
会

保
険
労
務
士
、
行
政
書
士
、
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
介
護
支
援
専
門
員
、

相
談
支
援
専
門
員　

な
ど

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
備
中
高
梁
駅
よ
り
徒
歩
10
分

相
談
は
無
料
。
事
前
の
予
約
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

同
日
開
催
で
権
利
擁
護
（
基
礎
）
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

○
内　
容

「
転
ば
ぬ
先
の
杖
、

　
　
　

聞
い
て
得
す
る
法
律
相
談
」

講
師
：
高
梁
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所　

　
　
　
　

久
貝　

克
弘
弁
護
士

○
時　
間

午
後
２
時
〜
午
後
３
時

○
会　
場

２
階
講
座
室
（
相
談
会

場
内
）

『
第
１
回 

た
か
は
し

　
高
齢
者
・
障
が
い
者

　
　
　
な
ん
で
も
相
談
会
』

平
成
30
年
４
月
１
日
付

【
異
動
】

▼
事
務
局
次
長
兼
地
域
福
祉
課
長

　
江
草
秀
幸
（
地
域
福
祉
課
長
兼
主
任
相

談
支
援
員
）

▼
成
羽
支
所
長
兼
地
域
福
祉
課
参
事
（
地

域
福
祉
推
進
担
当
）
藤
原
俊
孝
（
総
務

課
長
兼
出
納
責
任
者
）

▼
地
域
福
祉
課
長
補
佐
兼
相
談
支
援
係

長
兼
主
任
相
談
支
援
員
川
上
麻
美
（
地

域
福
祉
課
長
補
佐
）

▼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
び
っ
ち
ゅ
う
主

幹
兼
管
理
者
兼
主
任
介
護
支
援
専
門

員
河
野
幸
子
（
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

び
っ
ち
ゅ
う
管
理
者
兼
主
任
介
護
支
援

専
門
員
）

▼
総
務
課
総
務
係
長
兼
経
理
係
長

　

宮
本
佐
代
子（
総
務
課
主
査
）

▼
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係
長

　
横
林
史
典（
地
域
福
祉
課
主
査
）

▼
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係
主
任

　
大
塚
章
子（
地
域
福
祉
課
主
任
）

▼
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係
主
任

　
難
波
真
理
子（
備
中
支
所
主
任
）

▼
地
域
福
祉
課
相
談
支
援
係
主
任

　
久
保
智
子（
地
域
福
祉
課
主
任
）

▼
地
域
福
祉
課
相
談
支
援
係
主
任

　
村
上
小
代
子（
地
域
福
祉
課
主
任
）

▼
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
管
理
者

兼
主
任
生
活
相
談
員
兼
主
任
看
護
師

樽
角
益
子
（
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
主
任
看
護
師
）

▼
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
看

護
師
兼
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑

主
任
看
護
師
三
村
里
美
（
介
護
保
険
課

主
任
兼
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

主
任
兼
主
任
看
護
師
兼
主
任
生
活
相

談
員
兼
訪
問
入
浴
事
業
所
た
か
は
し

主
任
兼
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑

主
任
）

▼
備
中
支
所
主
任
小
畠
圭
（
地
域
福
祉
課

主
任
）

▼
訪
問
介
護
事
業
所
主
任
兼
巨
瀬
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
生
活
相
談
員

兼
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
介
護

員
齋
藤
巧
次
（
訪
問
介
護
事
業
所
介
護

員
兼
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
介

護
員
兼
生
活
相
談
員
）

平
成
30
年
３
月
31
日
付

【
退
職
】

▼
杉
本
守
（
成
羽
支
所
長
兼
地
域
福
祉
課

課
長
補
佐
）

▼
深
田
純
子
（
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
管
理
者
兼
生
活
相
談
員
兼
主
任
看

護
師
）

平
成
30
年
４
月
１
日
付

【
高
梁
市
へ
復
帰
】

▼
村
上
靖
恵（
総
務
課
主
査
）

【
新
規
採
用
者
】

▼
事
務
局
次
長
兼
総
務
課
長
兼
出
納
責

任
者
藤
本
和
義

▼
総
務
課
主
事
亀
山
裕
子

平
成
30
年
5
月
１
日
付

▼
地
域
福
祉
課
主
事
石
村
直
希

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。（　
　

）
内
は
旧
任
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市内外の方々へご協力をお願いしております賛助会員会費に、 多くの皆さまにご理解ご協力を賜りあ
りがとうございます。

この会費は、「ふれあいサロン事業」「敬老事業」などの地域福祉活動を推進していく上で欠かせない貴
重な財源となっております。市社協では皆さまとともに、住み慣れた地域で安心して暮らせる「ささえ
あい・たすけあい」のまちづくりに積極的に取り組んでまいりますので、本年度も賛助会員会費へのご
協力をよろしくお願いいたします。

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業
を
７
月
と
11
月
の
２
回
実
施
し
ま
す
。

第
１
回
目
の
申
込
締
切
は
、
６
月
8
日
㈮
で
す
。

▽
対
象
者

寝
具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当

す
る
方（
高
齢
者
と
は
概
ね
65
歳
以
上
の
方
、
障
害
者
と
は
身
体
障

害
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
お
よ
び
難
病
患
者
の
こ
と
）

❶
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
・
障
害
者

❷
高
齢
者
・
障
害
者
の
み
の
世
帯
、
ま
た
は
こ
れ
に

準
ず
る
世
帯
の
高
齢
者
・
障
害
者

▽
対
象
品
目

掛
布
団
、
敷
布
団
、
肌
布
団
、
毛
布（
シ
ン
グ
ル
）

の
１
セ
ッ
ト（
単
品
で
も
可
）

米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
長
寿
を
お
祝

い
し
、
記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

▽
贈
呈
の
対
象
者

高
梁
市
に
住
所
を
有
し
在
住
さ
れ
て
い
る
、

昭
和
5
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
6
年
３
月
31
日

の
間
に
お
生
ま
れ
の
方

▽
贈
呈
品

米
寿
記
念
の
肖
像
写
真

※
市
社
協
か
ら
対
象
者
へ
希
望
調
査
を
行
い
ま
す
。

撮
影
、
贈
呈
等
は
無
料
で
、
写
真
の
入
れ
物

は
台
紙
・
額
縁
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

撮
影
日
時
な
ど
は
、
申
込
者
の
方
へ
川
口
写

真
館
ま
た
は
ア
サ
オ
写
真
工
房
か
ら
直
接
ご
連

絡
し
ま
す
。

な
お
、
贈
呈
は
９
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平成29年度 賛助会員会費へのご協力ありがとうございました

会費の使途については７月15日発行のふれあい福祉第80号で報告します。

会員区分 件　数（人） 金　額（円）
普 通 会 員 6,680 7,034,000
法 人 会 員 255 837,352
ふるさと会員 83 303,000
特 別 会 員 ９ 45,000
合　計 7,027 8,219,352

◆平成29年度 賛助会員会費 協力の状況◆ （平成30年３月31日現在）

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業

米
寿
祝
い
品
贈
呈
事
業

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
中

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
年
齢
者
の
皆
さ
ん
が
今
ま
で

培
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
か
な
知
識
、
経

験
、
技
術
を
発
揮
す
る
場
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
随
時
、
会
員
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▽
会
員
の
条
件

①
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
健
康
で

働
く
意
欲
が
あ
る
方

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に

賛
同
し
、
入
会
説
明
を
受
け
「
入
会

申
込
書
・
就
業
承
諾
書
」
を
提
出
さ

れ
た
方

③
市
社
協
会
長
か
ら
入
会
を
承
認
さ

れ
た
方
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　今年も恒例事業の「夏のボランティア体験事業（夏ボラ）」を実施します。
　この事業は、夏休みの期間を利用して市内の福祉施設や地域のボランティアグループ等へ参加しボランティ
ア体験を行うものです。福祉やボランティアについて理解を深めることはもちろん、活動を通じて、たくさんの
学びや出会いがあります。この夏、一歩踏み出してボランティア活動にチャレンジしてみませんか！

体 験 事 業夏のボランティア2018

①事前研修会　　　：７月14日㈯ 9：00～12：00
②ボランティア活動　：事前研修会後の夏休み期間
③事後研修会　　　：8月25日㈯ 9：00～12：00
※事前・事後研修会の会場は高梁総合福祉センターです。

日程等

対象者
市内に在住、または通学している中学生・高校生・大学生

お
知
ら
せ
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
課　

☎
２
２
―
７
２
４
３

有
漢
支
所　

☎
５
７
―
３
２
１
８

成
羽
支
所　

☎
４
２
―
２
０
０
５

川
上
支
所　

☎
４
８
―
９
７
７
０

備
中
支
所　

☎
４
５
―
３
１
３
１

平
成
30
年
度
ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
を

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の

方
が
地
域
で
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
よ
う
、
地
域
住
民
が
福
祉
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、『
さ
さ
え
あ
い
が
日

常
的
に
行
わ
れ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
』

の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

○
日
　
時

平
成
30
年
７
月
20
日
㈮

13
時
〜
16
時

○
場
　
所

高
梁
総
合
文
化
会
館

○
対
　
象

福
祉
委
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
関
係
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
ふ
れ
あ
い

　

サ
ロ
ン
関
係
者

記
念
講
演 ふ

れ
あ
い
福
祉
講
座

★
福
祉
総
合
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

※
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
完
全
に

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

ふれあい相談

10広報ふれあい福祉　第79号

お笑い理学療法士・社会人落語家
日
ひなたてい

向亭　葵
あおい

さん



ありがとうございました。
社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 30年３月と４月にいただいたご寄附についてお知らせします。

心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄附者の意向によって掲載しています。

（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会への 寄ご 附 平成 30年
３月〜４月
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《
宇
治
地
区
》

金
一
封	

宇
治
町	

竹
田
智
恵
子

	
	

（
故
・
忠
只
様
）

金
一
封	

宇
治
町	

西
川
　
幸
子

	
	

（
故
・
ミ
ヤ
子
様
）

金
一
封	

宇
治
町	

立
川
　
　
毅

	
	

（
故
・
巖
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封	

松
原
町	

平
松
　
義
則

	
	

（
故
・
豊
行
様
）

金
一
封	

松
原
町	

深
本
　
文
雄

	
	

（
故
・
秀
男
様
）

《
高
倉
地
区
》

金
一
封	

高
倉
町	

城
塚
　
都
子

	
	

（
故
・
俊
雄
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封	

落
合
町	

佐
藤
　
昌
弘

	
	

（
故
・
和
子
様
）

金
一
封	

落
合
町	

難
波
　
淑
男

	
	

（
故
・
功
能
様
）

金
一
封	

落
合
町	

東
　
　
静
子

	
	

（
故
・
凱
弘
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

有
　
漢	

早
川
　
富
枝

	
	

（
故
・
正
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

平
下
　
元
章

	
	

（
故
・
正
之
様
）

金
一
封	

津
川
町	

小
野
　
昌
道

	
	

（
故
・
文
枝
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封	

川
面
町	

仲
岡
　
利
治	

	
	

（
故
・
弘
様
）

金
一
封	

川
面
町	

林
　
　
信
幸	

	
	

（
故
・
愛
子
様
）

金
一
封	

川
面
町	

伊
達
　
康
信	

	
	

（
故
・
妙
子
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封	

巨
瀬
町	

小
野
　
敦
子

	
	

（
故
・
順
平
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

河
原
　
　
晃

	
	

（
故
・
幹
夫
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

葛
原
　
定
一

	
	

（
故
・
好
惠
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封	

中
井
町	

上
山
　
茂
樹

	
	

（
故
・
房
江
様
）

金
一
封	

中
井
町	

平
松
八
重
子

	
	

（
故
・
松
吉
様
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封	

玉
川
町	

川
上
は
る
江

	
	

（
故
・
三
村
信
子
様
）

金
一
封	

玉
川
町	

川
上
　
哲
夫

	
	

（
故
・
濱
江
様
）

金
一
封	

宇
治
町	

立
川
　
　
毅

	
	

（
故
・
巖
様
）

金
一
封	

松
　
山	

中
井
　
節
夫

	
	

（
故
・
澄
江
様
）

金
一
封	

落
合
町	

東
　
　
静
子

	
	

（
故
・
凱
弘
様
）

金
一
封	

原
田
北
町	

藤
井
　
孝
子

	
	（

故
・
佐
藤
キ
ヌ
エ
様
）

金
一
封	

中
井
町	

角
瀬
　
君
子

	
	

（
故
・
義
和
様
）

金
一
封	

下
　
町	

中
塚
　
義
徳

	
	

（
故
・
重
三
様
）

金
一
封	

津
川
町	

小
野
　
昌
道

	
	

（
故
・
文
枝
様
）

金
一
封	

寺
　
町	

巨
　
福
　
寺

	
	

（
故
・
藤
澤
玄
唱
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

葛
原
　
定
一

	
	

（
故
・
好
惠
様
）

金
一
封	

旭
　
町	

吉
井
　
　
寛

	
	

（
故
・
操
様
）

金
一
封	

松
原
町	

深
本
　
文
雄

	
	

（
故
・
秀
男
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封	

津
川
町	

横
内
　
幸
江

	
	

（
故
・
志
津
子
様
）

金
一
封	

津
川
町	
土
井
　
俊
和

	
	

（
故
・
久
二
郎
様
）

金
一
封	

津
川
町	

安
藤
　
愛
子

	
	

（
故
・
寛
一
様
）

金
一
封	

津
川
町	

横
見
　
　
一

	
	

（
故
・
和
子
様
）

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

《
高
梁
地
区
》

金
一
封	

落
合
町	

佐
藤
　
昌
弘	

	

（
故
・
和
子
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

小
野
　
敦
子

	
	

（
故
・
順
平
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

城
塚
　
都
子

	
	

（
故
・
俊
雄
様
）

金
一
封	

津
川
町	

横
内
　
幸
江

	
	

（
故
・
志
津
子
様
）

金
一
封	

松
　
山	

津
野
邉
　
貢

	
	

（
故
・
八
枝
子
様
）

金
一
封	
上
谷
町	

村
田
　
　
守

	
	

（
故
・
郁
子
様
）

金
一
封	

下
谷
町	
熊
瀬
　
陽
子

三
上
　
武
則

	
	

（
故
・
熊
瀬
健
二
様
）

金
一
封	

中
井
町	

上
山
　
茂
樹

	
	

（
故
・
房
江
様
）

金
一
封	

松
　
山	

川
上
　
啓
二

	
	

（
故
・
隆
志
様
）

金
一
封	

南
　
町	

奥
田
　
治
行

	
	

（
故
・
忠
孝
様
）

金
一
封	

倉
敷
市	

赤
木
　
健
一

	
	

（
故
・
義
雄
様
）

金
一
封	

中
間
町	

大
月
　
一
徳

	
	

（
故
・
重
子
様
）

金
一
封	

津
川
町	

横
見
　
　
一

	
	

（
故
・
和
子
様
）

金
一
封	

津
川
町	

安
藤
　
愛
子

	
	

（
故
・
寛
一
様
）



集

記

編

後

この広報紙は、寄附金の一部を活用して発行しています

この広報誌は再生紙を使用しています。
12広報ふれあい福祉　第79号

《
川
面
地
区
》

金
一
封	

川
面
町	

　
柴
倉
作
太
郎

（
謝
礼
と
し
て
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封	

中
井
町	

　
脇
坂
　
直
代

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

有
　
漢	

川
上
　
博
文

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有
　
漢	

藤
井
　
静
夫	
	

（
謝
礼
と
し
て
）

金
一
封	

有
　
漢	

細
川
　
次
男	

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

上
有
漢	

谷
口
　
歳
恵	

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

布
　
賀	

川
上
　
忠
志	

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

川
上
町	

深
田
　
純
子	

	
　（
一
般
寄
付
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

東
油
野	

小
川
　
富
恵

	
	

（
故
・
幹
夫
様
）

金
一
封	

布
　
瀬	

赤
木
　
清
江

	
	

（
故
・
邦
輝
様
）

金
一
封	

大
阪
府	

橋
本
　
滋
夫

	
	

（
故
・
静
香
様
）

金
一
封	

落
合
町	

細
川
　
勝
史

	
	

（
故
・
庸
男
様
）

金
一
封	

長
　
屋	

古
村
　
博
志

	
	

（
故
・
益
惠
様
）

金
一
封	

布
　
賀	

福
嶋
　
貞
枝

	
	

（
故
・
平
様
）

金
一
封	
西
油
野	

中
西
　
秀
子

	
	

（
故
・
清
志
様
）

金
一
封	

西
油
野	
三
村
　
武
美

	
	

（
故
・
サ
ダ
ヨ
様
）

金
一
封	

東
油
野	

名
越
　
和
典

	
	

（
故
・
進
様
）

金
一
封	

布
　
賀	

武
並
　
啓
子

	
	

（
故
・
文
雄
様
）

【
一
般
寄
附
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封	

	

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

	

第
406
回
、
第
407
回
目
）

金
一
封	

本
　
町	

小
池
　
二
郎

（
故
・
小
池
英
子
様
の
志
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

下
　
原	

黒
川
　
幸
奨

	
	

（
故
・
林
市
様
）

金
一
封	
坂
　
本	

佐
藤
　
琢
己

	
	

（
故
・
ツ
ル
ヨ
様
）

金
一
封	

岡
山
市	
内
田
　
和
秀

	
	

（
故
・
勲
様
）

金
一
封	

下
日
名	
佐
野
ス
ミ
子

	
	

（
故
・
孝
夫
様
）

金
一
封	

下
　
原	

大
原
　
伸
介

	
	

（
故
・
隆
雄
様
）

金
一
封	

成
　
羽	

中
曽
　
　
毅

	
	

（
故
・
文
惠
様
）

金
一
封	

中
　
野	

平
岡
　
靖
恭

	
	

（
故
・
今
日
子
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

上
大
竹	

竹
田
　
人
士

	
	

（
故
・
喜
亮
様
）

金
一
封	

地
　
頭	

原
　
　
広
吉

	
	

（
故
・
角
一
様
）

金
一
封	

地
　
頭	

萩
原
　
勝
子

	
	

（
故
・
保
夫
様
）

金
一
封	

地
　
頭	

岡
﨑
季
代
子

	
	

（
故
・
万
亀
様
）

金
一
封	

高
山
市	

江
草
　
英
雄

	
	

（
故
・
美
壽
惠
様
）

金
一
封	

高
　
山	

赤
木
　
恭
平

	
	

（
故
・
泉
様
）

５
月
晴
れ
の
空
が
心
地
よ
く
、
山
々
の
新
緑
が
目
に

優
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
梅
雨
入
り
ま
で
の
こ
の

貴
重
な
期
間
を
有
意
義
に
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
月
号
の
広
報
紙
で
は
、
本
年
度
の
事
業
計

画
と
予
算
、
高
梁
市
生
活
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

赤
い
羽
根
ま
ち
づ
く
り
福
祉
活
動
助
成
事
業
な
ど
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
生
活
困
窮
者
へ
の
取
り
組
み

に
関
し
て
は
、
新
た
に
家
計
相
談
支
援
事
業
に
取
り
組

み
、
深
刻
な
生
活
課
題
や
社
会
的
孤
立
、
権
利
侵
害
な

ど
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
を
受
け
止
め
、
相
談
支
援
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
、
新
体
制
の
下『
み

ん
な
で
つ
く
る　

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
愛
の
ま
ち　

た
か
は
し
』〜
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ
い
の
ま
ち
づ
く

り
〜
を
目
指
し
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
た
め
、
各
種
事
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

引
続
き
、
市
民

皆
さ
ん
に
市
社
協

の
情
報
や
事
業
等

を
広
報
紙
を
通
じ

て
お
伝
え
を
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。


